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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所要材料からなる金属コイル線巻付枠体に、巾約０．５～０．６ｍｍ、厚み約０．０５
～０．０６ｍｍくらいの扁平金属線をカールの直径が約４ｍｍくらいのコイル状に形成し
た平角金属コイル線を多重に巻付けて多層状平角金属コイル線フイルターを形成するとと
もに前記多層状平角金属コイル線フイルターの表裏面を金属製ネットおよびパンチングメ
タル板で挟持し、かつ前記金属製ネットおよび前記パンチングメタル板、前記多層状金属
コイル線フイルターの周面を分解組立可能の断面略コ字形の上、下枠体および、左、右枠
体からなる金属製止縁体で囲繞するとともに前記左、右枠体に把手を、また前記下枠体の
折曲角部に所要数の油排出孔を設けてなる厨房用グリスフイルターにおいて、前記金属製
ネットを小メッシュの金属製ネットとなすとともに、前記小メッシュの金属製ネットの一
方の外表面側に金属製ネット抑え用杆を介在してパンチングメタル板を重合配設し、また
他方の小メッシュの金属製ネットの外表面側にパンチングメタル板に代えてエクスパンド
メタルを重合配設したことを特徴とする厨房用グリスフイルター。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、主として業務用厨房等に用いて好適な厨房用グリスフイルターに関するもの
である。
【０００２】
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【従来の技術】
　従来この種類の厨房用グリスフイルターとして、例えば、実開昭６３－１６８１８号公
報、特開昭６３－２１８２２７号公報、特開平５－２９３３１８号公報、特開平８－１８
７４１０号公報の如きものがある。上記実開昭６３－１６８１８号公報に開示されたもの
は、金属を薄く細長いカール状にしたものを、金網と金属枠で形成した筐体内に入れてフ
イルターとなしたものであり、また特開平６３－２１８２２７号公報に開示されたものは
、エクスバンドメタルを金属繊維不織布の両面に積層し、必要に応じてプレスあるいはロ
ール圧着し、さらにその周辺部をアルミニウム繊維とアルミニウムエクスパンドメタルで
圧封着してフイルタ材となしたものであり、また特開平５－２９３３１８号公報に開示さ
れたものは、金属繊維不織布層と１層または２層のエキスバンドメタル層からなる板状積
層体であって、その金属繊維不織布層とエキスバンドメタル層とが全面圧着されるかまた
は板状積層体の周囲が封着されてなり、かつ該板状積層体の表面にフッ素系またはシリコ
ーン系樹脂の皮膜を形成して厨房用フィルター材となしたものである。さらにまた、特開
平８－１８７４１０号公報に開示されたものは、所要材料からなる金属コイル線巻付枠体
に、巾約０．５～０．６ｍｍ、厚み約０．０５～０．０６ｍｍくらいの扁平金属線をカー
ルの直径が約４ｍｍくらいのコイル状に形成した平角金属コイル線を多重に巻付けて多層
状平角金属コイル線フイルターを形成するとともに前記多層状平角金属コイル線フイルタ
ーの表裏面を金属製ネットで挟持し、かつ前記金属製ネットおよび前記多層状金属コイル
線フイルターの周面を分解組立可能の断面略コ字形の上、下枠体および、左、右枠体から
なる金属製止縁体で囲繞するとともに前記左、右枠体に把手を、また前記下枠体の折曲角
部に所要数の油排出孔を設けたものである。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
　ところが、上記従来技術において、実開昭６３－１６８１８号公報に開示されたものは
、自体単に金属を薄く細長くカール状にした物を金網と金属枠で形成した筐体内に収納し
ただけのものであるため、筐体内に収納された金属カール状物の安定性が悪く、そのため
油分の吸着力が不安定で、かつ機械的強度も弱く、また耐熱・耐寒性、耐久性に欠ける等
の問題点があったものであり、また特開昭６３－２１８２２７号公報および特開平５－２
９３３１８号公報に開示されたものはいずれも金属繊維不織布層と、エキスパンドメタル
層を全面圧着して形成した板状積層体からなるものであるため、前記金属繊維不織布層内
における油分捕捉用空間部が量的に少くなり、そのため油分の吸着効率が低くなるという
問題点があった。さらにまた、特開平８－１８７４１０号公報に開示されたものは、従来
の金属繊維不織布層とエキスパンドメタル層を全面圧着して形成した板状積層となしたの
に比してフイルター内における油分捕捉用空間部が量的にきわめて多く、油分を充分に捕
捉することができるとともに、前記多層状平角金属コイル線は金属コイル線巻き付枠体に
多重に巻付けられているので、コイル状部が相互にからみ合って動きがなく、安定性があ
り、油分の吸着が良く、また機械的強度も大で、耐熱・耐寒性、耐久性に優れるばかりで
なく、分解、組立が容易であるため、フイルター部分の清掃が容易であり、かつまた構造
が簡単で安価に供給することができる等、種々の利点を有するものであるが、前記多層状
平角金属コイル線フイルターの表裏面は単に金属製ネット１枚で挟持されただけのもので
あるため、強度的に弱く、従って前記多層状平角金属コイル線フイルターを構成する平角
金属コイル線が使用中に他物との接触による衝撃で、前記金属製ネットの網目部分から外
部に突出して人体または他物を傷付けたりするおそれがあるばかりでなく、体裁も悪い等
の問題点があった。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
　本発明は、上記問題を解決することを目的とし、所要材料からなる金属コイル線巻付枠
体に、中約０．５～０．６ｍｍ、厚み約０．０５～０．０６ｍｍくらいの扁平金属線をカ
ールの直径が約４ｍｍくらいのコイル状に形成した平角金属コイル線を多重に巻付けて多
層状平角金属コイル線フイルターを形成するとともに前記多層状平角金属コイル線フイル
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ターの表裏面を金属製ネットで挟持し、かつ前記金属製ネットおよび前記多層状金属コイ
ル線フイルターの周面を分解組立可能の断面略コ字形の上、下枠体および、左、右枠体か
らなる金属製止縁体で囲繞するとともに前記左、右枠体に把手を、また前記下枠体の折曲
角部に所要数の油排出孔を設けてなる厨房用グリスフイルターにおいて、前記金属製ネッ
トを小メッシュの金属製ネットとなすとともに、さらに前記小メッシュの金属製ネットの
外表面側に、金属製ネット抑え用杆を介在してパンチングメタル板を重合配設し、また他
方の小メッシュの金属製ネットの外表面側に前記パンチングメタル板に代えてエクスパン
ドメタルをそれぞれ重合配設したことを特徴としたものである。
【０００５】
【発明の実施の形態】
　以下、本発明の厨房用グリスフイルターの実施の形態を図面を参照して説明する。図１
乃至図６は本発明の一実施例を示ものであって、図１はフイルターの分解斜視図、図２は
同組立正面図、図３は同拡大縦断面図、図４は同一部拡大断面図、図５は背面側をエクス
パンドメタルとした同組立背面図、図６はパンチメタル板の裏面側（小メッシュの金属製
に金属製ネットに対面する側）に金属製ネット抑え用杆を設けた一例を示す正面図である
。
【０００６】
　図１において、１は所要材料、例えば鉄、ステンレス、アルミ合金その他適宜の硬質材
料で形成した金属コイル線巻付枠体である。２は巾約０．５ｍｍ～０．６ｍｍ、厚み約０
．０５～０．０６ｍｍくらいの扁平金属線をカールの直径が約４ｍｍくらいのコイル状に
形成した平角金属コイル線（別称、平角カール線という）であって、これを前記金属コイ
ル線巻付枠体１に多重に巻付けて内部に多数の油分捕捉用空間部３ａを有する所要厚から
なる多層状平角金属コイル線フイルター３を形成してなるものである。４，４は前記多層
状平角金属コイル線フイルター３の表裏面を挟持するよう設けた小メッシュの金属製ネッ
トである。５は前記金属製ネット４，４および前記多層状平角金属コイル線フイルター３
の周面を囲繞した金属製止縁体であって、図１示のように、断面略コ字形の上、下枠体５
ａ，５ｂおよび、左、右枠体５ｃ，５ｄに分解、組立可能に形成されている。６ａ，６ｂ
は把手、７は止着ビス、８は前記下枠体５ｂの折曲角部に所要数設けられた油排出孔であ
る。
【０００７】
　９は、前記小メッシュの金属製ネット４，４の一方の外表面側に金属製ネット抑え用杆
１１を介在して重合配設されたパンチングメタル板であって、前記小メッシュの金属製ネ
ット４の補強および前記小メッシュの金属製ネット４と前記パンチングメタル板９との間
に空間を形成することによって、油の排出をより一層容易とするものである。１０はエク
スパンドメタルであって、前記パンチングメタル板９に代えて他方の小メッシュの金属製
ネット４の外表面側に重合配設されてなるものである。なお前記金属製ネット抑え用杆１
１は、板状体、棒状体を含むものである。
【０００８】
　本発明は、以上説明したように、図３示の状態において、多層状平角金属コイル線フイ
ルター３の表面から矢印方向に進入する油分を含んだ空気は、前記多層状平角金属コイル
線フイルター３の裏面側へ抜ける間に前記多層状平角金属コイル線２によって形成される
多数の油分捕捉用空間部３ｅ内に油分の大部分を捕捉されて裏面へ抜けるものであり、ま
た捕捉された油分は底部側の金属製止縁体５に形成した油排出孔８から図示しない回収カ
ップへと回収され外部へ取出されるものである。
【０００９】
　また、この場合前記多層状平角金属コイル線フイルター３の表裏面を挟持する金属製ネ
ット４，４は小メッシュからなるので、他物との接触による衝撃で、前記多層状平角金属
コイル線フイルター３を構成する平角金属コイル線２が前記金属製ネットの４，４の網目
部分から外部に突出して他物を傷付けたりすることもないばかりでなく、前記金属製ネッ
ト４，４はその表面側をさらにパンチングメタル板９あるいはエクスパンドメタル１０に
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より被覆されているので補強および油の排出を容易に行うことができる。
【００１０】
【発明の効果】
　本発明によれば、油分を捕捉するフイルター部分が金属コイル線を多重に巻付けて形成
した所要厚からなる多層状金属コイル線フイルターであるため、従来の金属繊維不織布層
とエクスパンドメタル層を全面圧着して板状積層体となしたものに比してフィルター内に
おける油分捕捉用空間部が量的にきわめて多く、油分を充分に捕捉することができるとと
もに、前記多層状金属コイル線は金属コイル線巻付枠体に多重に巻付けられているので、
コイル状部が相互にからみ合って動きがなく、安定性があり、油分の吸着力が良く、また
機械的強度も大で、耐熱・耐寒性、耐久性に優れるばかりでなく、分解、組立が容易であ
るため、フイルター部分の清掃が容易であり、かつまた構造が簡単で安価に提供すること
ができることは勿論のこと、特に金属製ネットを小メッシュとするとともに前記一方の小
メッシュの金属製ネットの外表面側に、金属製ネット抑え用杆を介在してパンチングメタ
ル板を重合配設したことにより、前記小メッシュの金属製ネットと前記パンチングメタル
板との対面側に充分な空間を形成せしめ、油の排出をより一層容易とすることができると
ともに前記金属製ネット抑え用杆が補強材となり、グリスフイルター全体の強度をより一
層高めることができ、また、多層状平角金属コイル線フイルターを構成する平角金属コイ
ル線が他物との接触による衝撃で、前記金属製ネットの網目部分から外部に突出して人体
または他物を傷付けたりするのを防止することができるとともに、グリスフイルターの体
裁も良くすることができる効果がある。
【００１１】
　また、本発明によれば、小メッシュの金属製ネットの一方の外表面側にパンチングメタ
ル板を重合配設するとともに他方の小メッシュの金属製ネットの外表面側にエクスパンド
メタルを重合配設したことにより、グリスフイルターの強度を低下することなく、コスト
の軽減を計ることができるばかりでなく、使用条件により、グリスフイルターの表、裏面
を選択的に変えて使用することができる効果がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の分解斜視図である。
【図２】本発明の組立正面図である。
【図３】本発明の拡大縦断面図である。
【図４】本発明の一部拡大縦断面図である。
【図５】本発明の背面側をエクスパンドメタルとした組立背面図である。
【図６】本発明のパンチングメタル板の裏面側に、金属製ネット抑え用杆を設けた一例を
示す正面図である。
【符号の説明】
１　金属コイル線巻付枠体
２　平角金属コイル線
３　多層状平角金属コイル線フイルター
３ａ　油分捕捉用空間部
４，４　小メッシュの金属製ネット
５　金属製止縁体
５ａ　上枠体
５ｂ　下枠体
５ｃ　左枠体
５ｄ　右枠体
６ａ、６ｂ　把手
７　止着ビス
８　油排出孔
９，９　パンチングメタル板
１０　エクスパンドメタル
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１１　金属製ネット抑え用杆

【図１】

【図２】

【図３】
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【図６】
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